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１．四半期財務情報の作成等に係る事項

　①　会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無
　②　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無
　③　連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有
　　　 連結（新規） 3社 　（除外） 0社

２．平成18年３月期第１四半期財務・業績の概況（平成17年４月１日～平成17年６月30日）

(1) 経営成績（連結）の進捗状況 (注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

293,705 0.5 34,012 8.7 24,754 16.7 13,867 4.0
292,269 2.3 31,295 22.2 21,206 40.4 13,340 40.5

1,220,847 133,100 95,933 58,996

円 銭 円 銭

6,936.79      －
6,673.10      －

29,462.96      －
(注)売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。

(2) 財政状態（連結）の変動状況

百万円 百万円 ％ 円 銭

2,300,899 531,205 23.1
2,331,464 483,697 20.7
2,364,322 524,357 22.2

【連結キャッシュ・フローの状況】

百万円 百万円 百万円 百万円

△ 995 △ 5,668 △ 1,507 54,117
△ 19,577 △ 28,028 11,940 34,990

142,970 △ 84,918 △ 66,480 62,241

［参考］
平成18年３月期の連結業績予想（平成17年４月１日～平成18年３月31日）

百万円 百万円 百万円 円 銭

605,500 55,200 29,100 －
1,232,500 103,300 57,600

平成18年３月期の個別業績予想（平成17年４月１日～平成18年３月31日）

百万円 百万円 百万円 円 銭

425,000 48,000 26,000 －
849,000 82,000 49,000

　 本資料における上記の予想を含む見通しの記述は、発表日現在に入手可能な情報に基づき作成したものであり、
実際の業績・結果は予想数値あるいは見通しと異なる場合があります。なお、上記業績予想は平成17年4月27日発
表の通期業績予想から変更しておりません。

中　　　間　　　期

当期純利益 １株当たり当期純利益

当期純利益 １株当たり当期純利益経 常 利 益

 売  上  高 経 常 利 益

 売  上  高

18年3月期第1四半期
17年3月期第1四半期

（参考）17年3月期

総　資　産

18年3月期第1四半期
17年3月期第1四半期

（参考）17年3月期

経 常 利 益

潜在株式調整後1株当たり
四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

１ 株 当 た り 四 半 期
( 当 期 ) 純 利 益

四 半 期 ( 当 期 )
純 利 益

売　上　高 営 業 利 益

株 主 資 本

18年3月期第1四半期

株主資本比率 １株当たり株主資本

265,720.39

262,232.61
241,955.71

１

通　　　　　　　 期

中　　　間　　　期

28,764.54

24,500.00通　　　　　　　 期

18年3月期第1四半期
17年3月期第1四半期

（参考）17年3月期

17年3月期第1四半期
（参考）17年3月期

現 金 及 び 現 金 同 等 物
期 末 残 高

営 業 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

投 資 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

財 務 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

（財）財務会計基準機構会員

 



 ２

（１）経営成績及び財政状態 

  

当社は、平成 17 年４月 25 日、福知山線塚口・尼崎間における快速電車の脱線によ

り、数多くのお客様を死傷させるという、極めて重大な事故を惹き起こしました。 

ご遺族の皆様や負傷されたお客様をはじめ、列車が衝突したマンションにお住まい

の皆様に対しましては、深くお詫び申し上げますとともに、今後とも誠意をもってで

きる限り対応させていただく所存でございます。 

お客様の安全を守るべき鉄道事業者として、今回の事故は決してあってはならない

ものであります。当社といたしましては、このような事故を二度と起こさないため、

平成 17 年５月 31 日に国土交通大臣へ報告した「安全性向上計画」に基づき、経営に

携わる者が自ら先頭に立ち、強い意志とリーダーシップをもって、全力を挙げて安全

を最優先する企業風土の構築に取り組み、「安全第一」を積み重ねることにより、お

客様をはじめとする多くの方々からの信頼回復に努めるとともに、株主の皆様の負託

にお応えしていく所存です。 

  「安全性向上計画」の行動計画には、風土・価値観の変革に向けた取り組み、「事

故の芽」等の報告に対する対応方の是正、教育・指導のあり方の見直し、情報伝達・

共有のあり方の見直し、事故再発防止に向けた取り組み、運行面・設備面での安全対

策、新たな経営理念の策定と全社員への浸透、安全を支える投資計画の実行などを掲

げており、こうした内容を確実に実行してまいります。 

 

１．経営成績 

 

(1) 当第１四半期の概況 

平成 17 年度第１四半期の連結経営成績は、次のとおりです。 

売上高       ２，９３７億円 

営業利益        ３４０億円 

経常利益        ２４７億円 

四半期純利益      １３８億円 

なお、当第１四半期より、㈱レールテック、西日本電気テック㈱、ＪＲ西日本フィ

ナンシャルマネジメント㈱の３社を新たに連結子会社に加えております。 

 

これをセグメント別に示すと次のとおりとなります。 

 

① 運輸業 

鉄道事業につきましては、６月からの３カ月間を「緊急安全点検期間」と定め、本

社役員及び支社長等が現業機関に赴き、社員と直接意見交換を行う「緊急安全ミーテ

ィング」を開催し、安全が最優先であるとの意識の醸成に努めるとともに、社外有識

者からなる「安全諮問委員会」を設置し、６月に第１回の委員会を開催するなど「安

全性向上計画」の着実な遂行に取り組んでまいりました。また、平成 16 年 10 月に発

生した新潟県中越地震による上越新幹線脱線事故を踏まえ、当社においても引き続き

高架橋柱の耐震補強工事など地震対策を推進してまいりました。 

営業面につきましては、｢のぞみ早特往復きっぷ｣等の基幹商品や愛知万博に合わせ

て設定した｢愛知万博往復きっぷ｣の発売、３月のダイヤ改正内容や地域の観光素材等、

列車及び観光の基本情報のＰＲ等を実施し、利用促進に努めてまいりました。 

[添付資料] 



 ３

バス事業では、夜行の高速バスの競争が激化するなか、愛知万博への直行便の運行

などによりご利用の拡大を図りました。 

しかしながら、福知山線列車脱線事故により、４月 25 日から６月 18 日まで尼崎・

宝塚間が不通であったこと等により、営業収益は前年同期比 0.7％減の 2,056 億円と

なりました。また、営業利益は前年同期比 7.5％増の 285 億円となりました。 

 

② 流通業 

駅力向上のための「NexStation Plan（ネクステーションプラン）」の取り組みと

して、「デイリーイン石山」及び「デイリーイン徳山」などをオープンし、駅構内及

び周辺での事業拡充に努めました。 

以上の結果、営業収益は前年同期並みの 570 億円、営業利益は前年同期比 12.7％減

の 11 億円となりました。 

 

③ 不動産業 

分譲マンション「ジェイグラン甲子園口」及び「シティタワーグラン天王寺」の販

売を開始したほか、福井駅高架下に「生活利便性創造」をコンセプトとするショッピ

ングセンター「プリズム福井」をオープンしました。 

以上の結果、営業収益は前年同期比 0.8％増の 173 億円、営業利益は前年同期比

4.0％増の 48 億円となりました。 

 

④ その他事業 

ホテル業において、インターネット予約の拡大などによる宿泊収入の拡大に努めた

ほか、旅行業においては、創業 100 周年を契機とした記念商品の発売などにより、海

外旅行の自社企画商品が好調に推移しました。 

なお、その他事業に区分しております旅行業や工事業については、一般的に収入が

年度の後半に偏るといった季節波動があります。 

以上の結果、営業収益は前年同期比 2.0％増の 516 億円となり、営業損失は 32.7％

減の 8 億円となりました。 

 

(2) 通期の見通し 

福知山線塚口・尼崎間における快速電車の脱線事故により、相当の費用が見込まれ

ますが、現時点においては、今後必要な金額等を合理的に見積もることが困難である

ことから、業績予想は、平成 17 年４月 27 日に公表しました内容を変更せず、売上高

1 兆 2,325 億円、営業利益 1,384 億円、経常利益 1,033 億円、当期純利益 576 億円と

しております。 

  

２．財政状態 

 

(1) 営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益を 230 億円計上いたしましたが、法人税や賞与の支払い

などにより、営業活動によるキャッシュ・フローは 9 億円の流出となりました。 

  



 ４

(2) 投資活動によるキャッシュ・フロー 

鉄道事業における安全安定輸送対策、輸送力改善などの設備投資を実施したことな

どから、投資活動によるキャッシュ・フローは 56 億円の流出となりました。 

 

(3) 財務活動によるキャッシュ・フロー 

長期債務の削減や配当金の支払いなどにより、財務活動によるキャッシュ･フロー

は 15 億円の流出となりました。 

 

以上の結果、現金及び現金同等物の当第１四半期末残高は、前期末に比べ 81 億円

減の 541 億円となりました。 

 



（単位：百万円）

前連結会計年度末

(平成17年６月30日現在) (平成17年３月31日現在)

I  １８０，８１９  ２１４，１２０ △ ３３，３００  １５５，４９７

1.  ５４，７７７  ６２，９０１ △ ８，１２４  ３５，６５０

2.  ３１，８２４  ４２，９１１ △ １１，０８７  ３２，３６８

3.  １１，７０６  １９，０７９ △ ７，３７２  １５，５１１

4.  ８２，５１０  ８９，２２７ △ ６，７１７  ７１，９６７

Ⅱ  ２，１２０，０３８  ２，１５０，１５８ △ ３０，１１９  ２，１７５，９６４

A.  １，９６７，６４４  ２，００２，２１８ △ ３４，５７４  ２，０３２，２０８

B.  １５２，３９４  １４７，９３９  ４，４５４  １４３，７５５

1. 投 資 有 価 証 券  ５４，０２８  ５３，６９５  ３３３  ５３，３７８

2. 繰 延 税 金 資 産  ７６，４３８  ７３，０１４  ３，４２３  ６７，２３３

3. そ の 他  ２１，９２７  ２１，２２９  ６９８  ２３，１４３

Ⅲ  ４１  ４４ △ ２  ３

 ２，３００，８９９  ２，３６４，３２２ △ ６３，４２２  ２，３３１，４６４

（単位：百万円）

前連結会計年度末

(平成17年６月30日現在) (平成17年３月31日現在)

I  ４２８，８３５  ４９７，２６３ △ ６８，４２８  ４２９，９６４

1.  ６８，６３０  ６９，５１１ △ ８８１  ５４，３９９

2.  ３９，０４７  ９２，９６４ △ ５３，９１７  ５０，５３６

3.  ３２１，１５７  ３３４，７８７ △ １３，６２９  ３２５，０２７

Ⅱ  １，３１５，４０３  １，３１７，２２４ △ １，８２１  １，３９４，２０９

1. １，００８，５８５  １，０１２，１５６ △ ３，５７１  １，０７９，０９５

2. ２０３，００６  １９９，７７９  ３，２２７  ２０７，３５３

3. １０３，８１１  １０５，２８８ △ １，４７６  １０７，７５９

１，７４４，２３８  １，８１４，４８８ △ ７０，２５０  １，８２４，１７３

２５，４５５  ２５，４７６ △ ２０  ２３，５９４

Ⅰ １００，０００  １００，０００  －  １００，０００

Ⅱ ５５，０００  ５５，０００  －  ５５，０００

Ⅲ ３７２，０３７  ３６５，３０３  ６，７３３  ３２４，６３８

Ⅳ  ４，４９５  ４，３８１  １１４  ４，３８６

Ⅴ △ ３２７ △ ３２７  － △ ３２７

５３１，２０５  ５２４，３５７  ６，８４７  ４８３，６９７

 ２，３００，８９９  ２，３６４，３２２ △ ６３，４２２  ２，３３１，４６４

(注)　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

前第１四半期連結会計期間末

(平成16年６月30日現在)

当第１四半期連結会計期間末
増　　　減

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

( 資 産 の 部 )

( 負 債 の 部 )

流 動 負 債

投 資 そ の 他 の 資 産

繰 延 資 産

資 産 合 計

科　　　　　目

1年以内に返済する長期借入金等

未 収 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産 等

未 払 金

固 定 負 債

社 債 ・ 長 期 借 入 金 等

そ の 他

資 本 金

退 職 給 付 引 当 金

そ の 他

負 債 合 計

利 益 剰 余 金

負 債 、 少 数 株 主 持 分

その他有価証券評価差額金

資 本 剰 余 金

資 本 合 計

自 己 株 式

及 び 資 本 合 計

少 数 株 主 持 分

当第１四半期連結会計期間末 前第１四半期連結会計期間末
増　　　減科　　　　　目

(平成16年６月30日現在)

（２）連 結 貸 借 対 照 表

５



（３）連 結 損 益 計 算 書
（単位：百万円）

Ⅰ  ２９３，７０５  ２９２，２６９  １，４３５  １，２２０，８４７

Ⅱ  ２５９，６９２  ２６０，９７３ △ １，２８０  １，０８７，７４７
 

営 業 利 益  ３４，０１２  ３１，２９５  ２，７１６  １３３，１００

 

Ⅲ  ９７０  ７７６  １９４  ６，２８４

 

Ⅳ  １０，２２８  １０，８６５ △ ６３７  ４３，４５１
 

経 常 利 益  ２４，７５４  ２１，２０６  ３，５４７  ９５，９３３

 

Ⅴ  １７，５２５  ５，６２１  １１，９０４  ７９，２０４

 

Ⅵ  １９，２１０  ２，６０６  １６，６０４  ６９，７２５

 

 ２３，０６９  ２４，２２１ △ １，１５２  １０５，４１１

 ９，１０２  １０，３８０ △ １，２７７  ４３，９８７

 ９９  ５００ △ ４０１  ２，４２８

 １３，８６７  １３，３４０  ５２７  ５８，９９６

(注)　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

増　　　減

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー △ ９９５ △ １９，５７７  １８，５８２  １４２，９７０

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー △ ５，６６８ △ ２８，０２８  ２２，３６０ △ ８４，９１８

1. 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出 △ ３０，７１４ △ ３８，０５２  ７，３３８ △ １４５，３７１

2. そ の 他  ２５，０４５  １０，０２３  １５，０２２  ６０，４５２

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー △ １，５０７  １１，９４０ △ １３，４４８ △ ６６，４８０

1. 長 期 債 務 の 増 減 額 △ ４，４５３ △ ５，０５１  ５９８ △ ５６，８７８

2. そ の 他  ２，９４５  １６，９９２ △ １４，０４７ △ ９，６０２

Ⅳ 現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 △ ８，１７１ △ ３５，６６５  ２７，４９３ △ ８，４２７

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高  ６２，２４１  ７０，６５５ △ ８，４１３  ７０，６５５

新 規 連 結 等 に 伴 う 現 金 及 び   
現 金 同 等 物 の 増 減 額   

Ⅶ
現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
四 半 期 末 （ 期 末 ） 残 高  ５４，１１７  ３４，９９０  １９，１２７  ６２，２４１

(注)　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

科　　　　　目

Ⅵ

当第１四半期連結会計期間前第１四半期連結会計期間 前連結会計年度

平成17年４月１日から 平成16年４月１日から 平成16年４月１日から
平成17年６月30日まで 平成16年６月30日まで 平成17年３月31日まで

増　　　減

営 業 収 益

営 業 費

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

特 別 利 益

特 別 損 失

税金等調整前四半期（当期）純利益

法 人 税 等

少 数 株 主 利 益

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

当第１四半期連結会計期間前第１四半期連結会計期間 前連結会計年度

平成17年６月30日まで 平成16年６月30日まで

科　　　　　目
平成17年４月１日から 平成16年４月１日から

４７  －  ４７ １４

平成16年４月１日から
平成17年３月31日まで

６



 ７

（５）セ グ メ ン ト 情 報 
 

事業の種類別セグメント情報 

前第１四半期連結会計期間（平成16年４月１日～平成16年６月30日）                            （単位：百万円） 

 運 輸 業 流 通 業 不動産業 その他事業 計 
消去又は 

全  社 
連  結 

営 業 収 益 207,095 57,018 17,166 50,647 331,927 (39,657) 292,269

営 業 費 用 180,498 55,699 12,465 51,966 300,629 (39,655) 260,973

営 業 利 益 26,597 1,319 4,700 △1,319 31,298 (2) 31,295

 

当第１四半期連結会計期間（平成17年４月１日～平成17年６月30日）                             （単位：百万円） 

 運 輸 業 流 通 業 不動産業 その他事業 計 
消去又は 

全  社 
連  結 

営 業 収 益 205,680 57,034 17,300 51,638 331,653 (37,948) 293,705

営 業 費 用 177,100 55,883 12,410 52,525 297,920 (38,227) 259,692

営 業 利 益 28,579 1,151 4,889 △887 33,733 279 34,012

 

前連結会計年度（平成16年４月１日～平成17年３月31日）                      （単位：百万円） 

 運 輸 業 流 通 業 不動産業 その他事業 計 
消去又は 

全  社 
連  結 

営 業 収 益 846,002 232,862 70,891 259,598 1,409,354 (188,507) 1,220,847

営 業 費 用 746,636 227,625 51,969 249,413 1,275,644 (187,897) 1,087,747

営 業 利 益 99,365 5,237 18,922 10,185 133,710 (609) 133,100

  

 （注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 



損 益 計 算 書（連 結）

（単位：億円）

項      目 備　　　　考

< 1.43 > < 1.41 >
当 　社 運輸収入減

 2,937  2,922  14 子会社 旅行業、物販飲食業、百貨店業増

 2,596  2,609 △ 12
当 　社 人件費減

子会社 売上原価等の増

 340  312  27

△ 92 △ 100  8 当 　社 支払利息減

 247  212  35

【14年度中間の特別損益の主な内訳】

△ 16  30 △ 46

 230  242 △ 11

 91  103 △ 12

 0  5 △ 4

< 1.10 > < 1.17 >

 138  133  5

（注）1 ［ ］は H14 5 13発表の業績予想値を示しております
（注）<　 > は連単倍率を示しております。

セ グ メ ン ト 別 実 績
（単位：億円）

項　　　目 備　　　　考

　 2,056 　 2,070 △ 14 ・ 鉄道事業　運輸収入減

　 285 　 265 　 19

　 570 　 570 　 0 ・ 物販飲食業増、百貨店業増、卸売業減

　 11 　 13 △ 1

　 173 　 171 　 1 ・ 不動産販売賃貸業増

　 48 　 47 　 1

　 516 　 506 　 9 ・ 新規連結による増、旅行業増

△ 8 △ 13 　 4

（注） 記載金額は、単位未満の端数を切り捨てて表示しております。

不動産業

そ の 他
事 業

平成17年度
第１四半期

平成17年度
第１四半期

営 業 外 損 益

営 業 収 益

営 業 費 用

増  減

増  減

運 輸 業

流 通 業

平成16年度
第１四半期

平成16年度
第１四半期

営 業 収 益

営 業 利 益

営 業 収 益

営 業 利 益

法 人 税 等

営 業 収 益

営 業 利 益

営 業 収 益

営 業 利 益

少 数 株 主 損 益

四 半 期 純 利 益

営 業 利 益

経 常 利 益

特 別 損 益

税引前四半期純利益

連結参考資料

[5,865

[

[

連－１



貸 借 対 照 表（連 結）

(単位:億円)

1,808 2,141 △ 333 △101

△ 81

△ 73

資

21,200 21,501 △ 301

産 有 形 固 定 資 産 等 19,141 19,329 △ 188 184

△ 502

（う ち 減 価 償 却 費 △ 274）

の

部 建 設 仮 勘 定 535 692 △ 157

投 資 そ の 他 の 資 産 1,523 1,479 　 44 34

繰     延    資    産 0 0 △ 0

当  社  21,357億円（△1,121億円）

    合       計 23,008 23,643 △ 634

4,288 4,972 △ 684

１年以内長期借入金等 686 695 △ 8

未 払 金 等 3,602 4,277 △ 675 △539

△180

98

13,154 13,172 △ 18

社債 ･長期借入金等 10,085 10,121 △ 35

退 職 給 付 引 当 金 2,030 1,997 　 32

預 り 保 証 金 等 1,038 1,052 △ 14

17,442 18,144 △ 702

254 254 △ 0

資 本 金 1,000 1,000 ─

資 本 剰 余 金 550 550 ─

利 益 剰 余 金 3,720 3,653 　 67

その他有価証券評価差額金 44 43 　 1

自 己 株 式 △ 3 △ 3 　 ―

5,312 5,243 　 68

    合       計 23,008 23,643 △ 634

株 主 資 本 比 率 23.1% 22.2%
総資本営業利益率（ＲＯＡ） 5.7% 5.6%

繰延税金資産

短 期 貸 付 金

現 預 金

短 期 借 入 金

長期債務残高

未 払 金

賞 与 引 当 金

科　       　　　　目 備          考増　減

科　       　　　　目 増　減 備          考

資 産 減

平 成 17 年 度
第１四半期末

平 成 16 年 度
期 末

平 成 17 年 度
第１四半期末

平 成 16 年 度
期 末

資 産 増 減

資 産 増

流 動 資 産

固 定 資 産

流 動 負 債

繰延税金資産

固 定 負 債

負 債 合 計

少 数 株 主 持 分

資 本 合 計

H17第１末 H16末 増  減

当  社 10,115 10,142 △ 26

子会社 656 674 △ 17

合  計 10,772 10,816 △ 44

配 当 金 等 △71

当 期 利 益 138

 
負
 
債
 
・
 
少
 
数
 
株
 
主
 
持
 
分
 
及
 
び
 
資
 
本
 
の
 
部

期　首 増　加 減　少 期　末

当  社 16,838 230 △ 410 16,657

子会社 2,490 42 △ 50 2,483

合  計 19,329 272 △ 461 19,141

  連－２



キャッシュ・フロー計算書 (連 結)

（ 単位 ： 億円 ）

税金 等調 整前 四半 期純 利益 230 242 △ 11

減 価 償 却 費 269 274 △ 4

工 事 負 担 金 等 圧 縮 損 169 19  149

退 職 給 付 引 当 金 の 増 減 額 30 15  46

賞 与 引 当 金 の 増 減 額 181 186  5

工 事 負 担 金 等 受 入 額 169 20 △ 149

法 人 税 等 支 払 額 236 286  50

そ の 他 122 222  99

計                  (A) 9 195  185

固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出 307 380  73 設備投資

工 事 負 担 金 等 受 入 額 159 99  60

そ の 他 91 1  89

計                  (B) 56 280  223 当社 △255、子会社　54

66 476  409 当社 △370、子会社 △51

【長期債務残高】

H17第１ H16末 増減 H16第１ H15末 増減

長 期 債 務 の 増 減 額 44 50  5 10,772 10,816 △ 44 11,334 11,385 △ 50

長 期 債 務 の 増 加 額 － 420 △ 420 社債、長期借入金

長 期 債 務 の 減 少 額 44 470  425

短 期 借 入 金 の 増 減 額 15 1  16 コマーシャル・ペーパー発行等

配 当 金 の 支 払 額 67 76  9

そ の 他 81 248 △ 166

計                  (D) 15 119 △ 134

81 356  274

　現金及び現金同等物の増加額　　（Ｅ） 0 －  0

81 356  275

増　　減
備　　　　　　　　考

項                  目
【17年度の主な内訳】

 フ リ ー ・ キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー  (C=A+B)

 現金及び現金同等物の増減
                                   （F=C+D+E)

 新規連結等に伴う

期首 622 → 第１四半期末 541

長期借入金返済

小　　　　　計

△

△

 

△

 

 

 

 

 

 

△

△

△

△

△

△

平 成 17 年 度
第 １ 四 半 期

△

△

△

 

△

△

 

 

平 成 16 年 度
第 １ 四 半 期

 

△

△

△

△

△

△

△

 

 

△

△

△

 

△

△

 

△

 

△

△

営

業

活

動

投

資

活

動

財

務

活

動

連－３



損  益  計  算  書 (単 体）

（単位：億円）

項　　　　　目 備　　　　　　　　考

2,058 2,073 △ 14

運 輸 収 入 1,840 1,852 △ 11

運 輸 附 帯 収 入 55 56 △ 0

関 連 事 業 収 入 43 45 △ 1

そ の 他 収 入 118 119 △ 1

1,746 1,781 △ 34

人 件 費 699 720 △ 20  社員数減

物 件 費 626 625 1  業務費・修繕費増、動力費減

線 路 使 用 料 等 61 62 △ 1

租 税 公 課 134 143 △ 9  固定資産税減

減 価 償 却 費 223 228 △ 4

312 292 20

△ 89 △ 97 7

営 業 外 収 益 6 5 1

営 業 外 費 用 96 102 △ 6  支払利息減

222 194 27

△ 16 1 △ 18

特 別 利 益 172 21 150  工事負担金等受入額等

特 別 損 失 188 19 168  工事負担金等圧縮損、福知山線事故関連経費等

206 196 9

79 83 △ 3

126 113 12

営 業 外 損 益

営 業 利 益

四 半 期 純 利 益

経 常 利 益

特 別 損 益

税引前四半期純利益

法 人 税 等

営 業 収 益

営 業 費 用

平成16年度
第１四半期

増   減
平成17年度
第１四半期

関連事業等収入内訳
17年度 16年度 増 減

いわゆる関連事業収入 99 101 △ 1
運 輸 附 帯 収 入 55 56 △ 0
　構 内 営 業 料 17 17 △ 0
　広    告    料 13 13 △ 0
　高架下等貸付料 21 21 　 0
　駐 車 場収入等 3 3 △ 0

　関 連 事 業 収 入 43 45 △ 1
　不動産賃貸収入 33 34 △ 0
  そ    の    他 9 10 △ 0

運 輸 収 入 内 訳
17年度 16年度 増 減

 鉄　      　道 1,839 1,851 △ 11
  定          期 380 386 △ 6
  定    期    外 1,458 1,463 △ 5
  荷          物 0 0 △ 0

 船　      　舶 0 1 △ 0
合    　計 1,840 1,852 △ 11

単体参考資料

単－１



鉄道旅客輸送量・ 鉄道旅客運輸収入の対前年比較

 （単位：百万人㌔、億円）

 
対前年比 対前年比

(%) (%)

定 期 １６５ １６２ １０２.２ ２０ ２０ １０１.２

定期外 ３,３８６ ３,３１５ １０２.１ ７６２ ７４６ １０２.２

合 計 ３,５５２ ３,４７８ １０２.１ ７８２ ７６６ １０２.１

定 期 ５,９７９ ６,０９４ ９８.１ ３６０ ３６６ ９８.２

定期外 ３,５３９ ３,６６６ ９６.６ ６９６ ７１７ ９７.０

合 計 ９,５１９ ９,７６０ ９７.５ １,０５６ １,０８４ ９７.４

定 期 ４,７４７ ４,８７１ ９７.５ ２８７ ２９４ ９７.８

定期外 ２,３５５ ２,４４５ ９６.３ ４４７ ４６０ ９７.１

合 計 ７,１０３ ７,３１６ ９７.１ ７３４ ７５４ ９７.４

定 期 １,２３１ １,２２２ １００.７ ７２ ７２ １００.１

定期外 １,１８４ １,２２１ ９７.０ ２４９ ２５７ ９６.９

合 計 ２,４１５ ２,４４４ ９８.８ ３２１ ３２９ ９７.６

定 期 ６,１４５ ６,２５６ ９８.２ ３８０ ３８６ ９８.４

定期外 ６,９２６ ６,９８２ ９９.２ １,４５８ １,４６３ ９９.６

合 計 １３,０７１ １３,２３８ ９８.７ １,８３９ １,８５０ ９９.４

平成17年度
第１四半期

平成16年度
第１四半期

新幹線

運　　　輸　　　収　　　入

全社計

輸　　送　　人　　キ　　ロ

項　　　　　　目

在来線

在
来
線
内
訳

京阪神

その他

平成17年度
第１四半期

平成16年度
第１四半期

単－１－２



貸  借  対  照  表（単 体）

（単位：億円）

科               目
平 成 17 年 度
第１四半期末

平 成 16 年 度
期 末

増  減 備             考

流     動     資     産 1,067 1,279 △ 211 短 期 貸 付 金 △ 102     

繰延税金資産 △ 77      

資

固     定     資     産 19,413 19,701 △ 287

産 16,657 16,838 △ 180 資 産 増 230     

資 産 減 △ 410     
（う ち 減 価 償 却 費 △ 223）

の

部 524 678 △ 154

2,232 2,184  47 繰延税金資産 35      

合           計 20,481 20,980 △ 498

科               目
平 成 17 年 度
第１四半期末

平 成 16 年 度
期 末

増  減 備             考

流     動     負     債 4,262 4,754 △ 492

728 659  69

　 3,534 4,095 △ 561 未 払 金 △ 666     
短 期 借 入 金 88    

負

固     定     負     債 11,418 11,482 △ 63

債 9,386 9,482 △ 95
長期債務残高     

1,850 1,817  33     H17第１末･･･ 10,115  
・     H16末　　･･･ 10,142  

181 182 △ 1 △　26

資

負     債     合     計 15,681 16,237 △ 556

本 1,000 1,000  －
550 550  －

3,211 3,154 56
の 利 益 準 備 金 113 113  －

固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 89 76 13
別 途 積 立 金 2,400 2,100  300

部 四半期(当期)未処分利益 608 865 △ 256

38  38  0
資     本     合     計 4,800 4,743  57

合           計 20,481 20,980 △ 498

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金

その他有価証券評価差額金

鉄 道 事 業 等 固 定 資 産

建 設 仮 勘 定

投 資 そ の 他 の 資 産

そ の 他 の 固 定 負 債

１ 年 以 内 長 期 借 入 金 等

未 払 金 等

社 債 ・ 長 期 借 入 金 等

退 職 給 付 引 当 金

 単－２



西日本旅客鉄道株式会社

１．連 結 決 算

(1) 損益計算書

○ 営 業 収 益 2,937億円、14億円増（0.5％）　　　連単倍率　1.43

当社が運輸収入等の減により14億円の減となったものの、旅行業、ＪＲ京都伊勢丹等の

子会社の増収で補い、連結では14億円の増収。

○ 営 業 利 益 340億円、27億円増（8.7％）

当社、子会社とも増益。当社は人件費減、租税公課の減等により20億円の増益。

子会社は、旅行業の改善等が寄与して6億円の増益。

○ 経 常 利 益 247億円、35億円増（16.7％）

長期債務縮減による支払利息減等により増益。

○ 四半期純利益 138億円、5億円増（4.0％）　

当社では福知山線事故関連経費の計上により、子会社では前期に株式売却があったこと

等により特別損益が悪化。

連単倍率1.10

(2) セグメント情報

・ 運 輸 業 鉄道事業の運輸収入減等により14億円の減収も営業費用減により営業利益は19億円増加。

・ 流 通 業 卸売業が減収も物販飲食業の増収等により営業収益、営業利益とも前年並み。

・ 不 動 産 業 不動産販売・賃貸収入増等により増収増益。

・ そ の 他 事 業 旅行業等での増収に新規連結による増収が加わり増収。営業損益も改善。

(3) 貸借対照表

・ 総 資 産 2兆3,008億円、634億円減（△2.7%）

・ 長期債務残高 1兆772億円、44億円減（△0.4%）

(4) キャッシュ・フロー計算書

・ 営 業 活 動 前年同期に比べ退職金支払額が減少したこと等により185億円改善、9億円のｷｬｯｼｭ･ｱｳﾄ｡

・ 投 資 活 動 前年同期に比べ設備投資額が減少したこと等により、223億円改善、56億円のｷｬｯｼｭ･ｱｳﾄ｡

・ 財 務 活 動 長期債務の削減や配当金の支払い等により、15億円のｷｬｯｼｭ･ｱｳﾄ。

２．単 体 決 算

(1) 損益計算書

○ 営 業 収 益 2,058億円、14億円減（△0.7％）

○ 営 業 利 益 312億円、20億円増（6.9％）

営業収益は減収となるも、社員数減による人件費の減、租税公課等の減により増益。

○ 経 常 利 益 222億円、27億円増（14.3％）長期債務縮減による支払利息減で増益。

○ 四半期純利益 126億円、12億円増（11.1％）福知山線事故関連経費の計上により特別損益が18億円

悪化。

(2) 貸借対照表

・ 総 資 産 2兆481億円、498億円減（△2.4%）

・ 長期債務残高 1兆115億円、26億円減（△0.3%）

３．平成18年３月期（通期）の業績予想

　福知山線塚口・尼崎間における快速電車の脱線事故により、相当の費用が見込まれますが、現時点において

は、今後必要な金額等を合理的に見積もることが困難であることから、業績予想は、平成17年４月27日に公表

した内容を変更しておりません。

平成17年度第１四半期決算について

新幹線は、16億円増（2.1％）、在来線は、27億円減（△2.6％）

運輸収入は、定期外収入が対前年△5億円（△0.4％）、定期収入が対前年△6億円
（△1.6％）となった。




